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狭山市入間川
七夕まつり

関東三大七夕祭りのひとつ

#七夕まつり

　当初は笹や竹の枝に紙の短冊をつるしたものを家々の軒先に飾り、五穀豊穣や無病息災を願ったといわ

れています。里芋の葉にたまった露で墨をすって短冊に願いごとを書き、竹につるすと、字が上手になり、願

いごとがかなうと言われていました。短冊をくくりつけた竹飾りは、祭りが終わると入間川へ流していました。

江戸時代中期から続く伝統的な夏祭り

　昭和30年代後半から、道の両端に柱を立て、その柱に2本の丸太を通し

て飾りをつるす、狭山独自の「矢来飾り」が登場しました。矢来飾りはその

時々の世相を表現しており、飾りを競うため、祭り当日まで他の人に飾り

を見せないことになっていました。また、竹飾りの先端に「魔除けの飾り」

がついているのも他では見られないこの祭りの特徴です。この矢来飾り

の登場で、商店街の祭りから、盛大な市の祭りへと変わっていった狭山の

七夕。祭り期間中、狭山市駅西口市民広場から七夕通り商店街を中心に、

商店・事業所・市民の皆さんが出品したきらびやかな飾りが並び、狭山の

夏を情緒豊かに彩ります。

迫力ある「矢来飾り」の登場
や らい

矢来飾りだけじゃない！お祭りのみどころ

七夕にまつわる人たち 七夕まつりは二人の文化人と深い関わりがあります

おりぴぃは七夕まつりから生まれたキャラクターです

「七夕の妖精おりぴぃ」

七夕見物を望みながら病弱のため断
念した竹久夢二さんにかわり、「夢二
会」の会員たちが夢二さんのセンス
を吹き込み、現在のように華やかで
工夫を凝らした飾りつけになったと
いわれています。

竹久夢二さん（故人）
太平洋戦争中、入間川町に疎開した
津村節子さんは、狭山を「第二のふ
るさと」と呼んでいます。自伝的小説
『星祭りの町』には終戦当時の七夕
まつりのようすも描かれています。

津村節子さん

身長…15cm（人の肩に乗ることもあるよ）
体重…妖精に体重はないんだ
性格…しっかりものだけど、おっちょこちょいなところもあるんだ
職業…七夕の願いを届ける織姫様のつかいだよ
チャームポイント…
　　　耳の短冊と、虹色の吹き流しのマントがお気に入りだよ

狭山市公式イメージキャラクター

プロフィール

▲魔除けの飾り

高さ15mの
巨大な竹飾りが、
来場者をお出迎え！

短冊に願いを込めて

Wish upon a star

竹久夢二「水竹居」（竹久夢二美術館／蔵） 津村節子『星祭りの町』（新潮社）
すいちくきょ

七夕まつりの情報は
こちらから

チョットもう一杯！
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